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大
自

然

ガ

ッ
ツ

ノ
ー

・
公
害

時
間
に
追
わ
れ
、
人
間
関
係
の
わ
ず
ら
わ

し
さ
に
悩
み
、
た
ま
に
は
仕
事
か
ら
逃
げ

出
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
都
会

の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
達
。
彼
ら
に
こ
の
と
マ
ラ
ヤ
山
麓

の
魅
力
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

８
０
０
０

ｍ
級
の
巨
峰
が
連
な
る
大
自
然

の
景
観
。
斜
面

一
帯
を
華
や
か
に
色
ど
る

花
園
の
美
し
き
。
海
抜
４
８
６
５

ｍ
、常
に

雪
塊
や
水
塊
を
た
た
え
て
い
る
ア
ル
ハ
ル

ウ
ッ
ト
湖
の
神
秘
的
な
静
け
さ
。
す
べ
て
が
彼

ら
の
求
め
て
い
る
超
現
実
的
な
世
界
で
す
。

ダ
ー
ジ
リ
ン

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

「
ダ
ー
ジ

リ
ン
」
は
海
抜
２
１
３
４

ｍ
の
高
地
に
あ

り
ま
す
。
イ

ン
ド
の
上
流
階
級
や
外
国
人

た
ち
の
別
荘
も
多
く
、
健
康
的
な
雰
囲
気

に
あ
ふ
れ
た
街
。
こ
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
南

東
わ
ず
か
Ｈ
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
タ
イ
ガ

ー

・
ヒ
ル
か
ら
望
む
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン

ガ

（世
界
第
３
位
）
や

エ
ベ
レ
ス
ト
の
偉

観
は
、
文
字
通
り
世
界
最
高
の
も
の
。
見

る
人
の
心
に
衝
激

に
も
近

い
感
動
を
与
え

ず

に
は
お
き
ま
せ
ん
。

シ

ッ
キ
ム

ご
く
最
近
ま
で
鎖
国
状
態

で
あ

っ
た
シ
ッ

キ
ム
ヘ
入
境
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
な

い

現
代
の
「桃
源
境
」
と
は
こ
こ
の
こ
と
で
す
。

工
宮
を
中
心
に
神
秘
の
国
が
、
静
か
な
た

た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
の
途
中

に
あ
る
カ
リ
ン

ポ
ン
の
町
も
、
長
期
滞
在
に
向

い
た
静
か

な
リ
ゾ
ー
ト
。
買
物
も
楽
し

い
思

い
出

に

な
る
で
し
ょ
う
。

〔註
〕
シ

ッ
キ
ム
入
境

の
場
合
は
イ
ン
ド

の
ビ
ザ
と
は
別
に
特
別
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は

エ
ア

・
イ

ン
デ
ィ
ア
に
お
問

い

合

せ
く
だ
さ

い
。

ガ

ル

ワ

ル

・
ト

レ

ッ
キ

ン
グ

ガ

ル

ワ

ル

地

区

は

、

デ

リ

ー

の
北

束

約

４

０

０

キ

ロ
の
地

点

に
あ

り
、

１

９

７

４

年
７
月
か
ら
外
国
人
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
グ
デ
ビ
ー
（７
８
１
６

ｍ
）
や
、
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
近
く
に
あ
る
ヒ
ン
ズ

ー
教

の
聖
地
を
た
ず
ね
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、

高
山
植
物

の
宝
庫

″花

の
谷
″や
４
０
０
０

ｍ
を
こ
す
山
岳
湖

へ
の
旅
が
楽
し
め
ま
す
。

の
神
秘
と
雄

々
し

さ

、

グ
ー

ー
ヒ

マ
ラ
ヤ

ナ》
「Cヽ

ト
レ

ツ

ユ‐
口

1~

ン

東
は
ブ
ー
タ
ン

・
シ

ッ
キ
ム
か
ら
、
西
は
ガ
ル
ワ
ー
ル

・
ラ
ダ

ッ
ク
、
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
と
三
千
キ

ロ
。

実
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ

ス
の
二
倍
で
す
。
雄
大
な
八
千
メ
ー
ト
ル
級
の
巨
峰
の
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
自
分

の
足
で
踏
み
し
め
、
自
分
の
肌
で
感
じ
る
ワ
イ
ル
ド
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
も
及
ば
な

い
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
と
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

ン

ク
コ
コ

阪
京
シ
ン

大
東
ホ
バ

テヘラノ
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スアパバ
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HAAJ倉」立 10周年 を迎 えて
会 長 柴  田 金 之助

会員の皆さん,あけましておめでとうございます。不況で始まり不況で終った1975年でしたが1976年

こそは輝かしい年でありますように心から祈っております。 しかし, HAAJに とって1975年はガルワ

ール登山隊の輝かしい成功などがあり,嬉 しい年でありました。 そして, 今年はHAAJ創立10周年と

いうおめでたい年であり,ま すます発展する年にしたいと思っております。

ふりかえってみますと,善行副会長,沖前専務理事などの有志の方々が岐阜に集まり, 日本ヒマラヤ

山岳協会を発足したのは昨日のことのように思いますが, もう10周年を迎えることになりました。この

間,30回 ほどのヒマラヤの旅や 5つの遠征隊を送り出しました。 会員も1,000名 を越しました。 いまや

EAAJの扉をたたかないでヒマラヤヘ行った人はいないのではないかと思われるほどです。 現地事務

所,連絡所の充実,外国のヒマラヤニストの招待,研究会など,活動は巾広くかつ国際的となってきま

した。また,多 くの貴重なヒマラヤ関係資料 も出版されました。

このようにだんだんとレベルアップしてきたHAAJではありますが, HAAJのモットーである“み

んなのヒマラヤ "も 決しておろそかにしておりません。秋のヒマラヤ集会, ビスタリー・クラブなど家

族づれで集る集会, ヒマラヤヘのファミリーツアーなども企画し,実現してきております。

10周年を迎え, より会員のサービスに重点をおき,東京事務所の充実をはか り, ヒマラヤ情報を迅速

に流すなどの新しい試みをするつもりでおります。記念事業の一つであるヒマラヤ・ファミリーツアー

もこれまでのHAAJ遠征隊員が現地まで同行してお世話するという計画でおこないます。 その他数々

の記念事業を計画いたし, 4月 の総会にはかってすすめていきたいと思っております。

ぜひ皆様のご理解とご協力をお願いいたします。1976年の年頭にあたり,皆様の健康と発展をお祈 り

いたします。

―
HAAJ倉」:立 10周

`■
言己1念

―
ヒマラヤ・ ファミリー・ツアー .4′

日本 ヒマラヤ山岳協会は昭和51年で創立10周年とな ります。そこでこれを記念してカシ ミール, ラダ

ック, ガルワル, ネパールヘ特別企画のツアーを計画しました。費用 もできる限 り安 くし,遠征や トレ

ッキングのベテランがお伴し,お世話 しますので, このチャンスにぜひ家族連れで美しい ヒマラヤを訪

れましょう。子供のための計画も組んであ ります。

特別 コース。『 8月 8日 発アフガニスタン(13日 間), ラダック(28日 間), 12月 26日 発ネパール(28日 間)』

・ カシミール, ラダック(13日 間)昭 和51年 8月 8日 ～20日       1詳 しい日程表があ ります。

・ ネパール, ガルワル(14日 間) 昭和51年 12月 26日 ～昭和52年 1月 8日 りご請求下さい。

参加資格
このッアーはッアー出発 6カ 月前の時

点で日本 ヒマラヤ山岳協会の会員であ

る人のみしか参加できません。

入会金2,500円 会費4,000円 (年額)を払

い込んで下されば誰でも会員になれま
｀
丸

入会に関するお問合せは……・

〒468名古屋市天白区一つ山1-44-7

日本ヒマラヤ山岳協会名古屋事務所へ

1人 80,000円 (申込金を払われた人から

順に受付け定員になりしだい〆切。
申  込

〒164東京都中野区中央3丁目45-18沢本ゆレlF
HAAJ東京事務所ツアー係鈴木康志

食事, ガイ ドなど一切を含めて各 コー

ス(特別 コースは別料金)と も申込金を含

んで313,000円 ,子供(12才以下)186,000

円,そ の他同一家族か ら 3人以上参加

の場合の家族割引もあ ります。

なお,上記費用は50年 6月 20日 を基

準にしてお ります。 日程の変更,航空

運賃の変更などにより値上 りする場合

もありますのでご了解下 さい。

各コース  大人 40名  子供 20名

特別コース 大人のみ各20名

費   用

募集人員



●日本人 として初めて入ったカシミール奥地萎≡萎萎萎劃 975年 8月

秘境ザスカール山群,ピズドン峠 (4,810m)

日本 ヒマ ラヤ 山岳協 会・ ザ スカール 踏査 隊

―

速報

メンバー 石川真智 子 (CL・ 気象),中 垣 淑 子 (食糧 。医療 )

宗 綱 チ ズ (会計・食糧),角 森 文 雄 (渉外・装備 )

イン ド北部ジャンム・カシミール州の Srinagar

か らLehを経てManaliヘ インドが国運をかけて建

設 した軍用道路が伸びている。

この道路の KargilからLぬ の間の南側の5000～

6000π クラスの山群をザスカールと呼ぶ。私達は

ザスカール山群中のKangi Laヘ トレッキングを試み

たが果たせず,Pizdong Laの往復にとどまった。

8月 6日  晴 Kttgn～ Sttu

Sば uからPahalgamヘ トレッキングする日本 ヒ

マラヤ山岳協会・酒田グループとSuruま で一緒に

ジープと定期バスに分乗して向う。バスは 7時発

の予定だったが遅れに遅れて,出発したのは 9時

過ぎであった。

12時30分 Suruに 着く。バスはここまでなので,

先行 したジープがSuruか ら引き返して きて ピスト

ン輸送 してくれるはずであった。

しかし, ジープは出発前にタイヤ取替えをした

ため,我 々のパスより遅れて着いた。

14時30分 ジープがSuruの手前から戻 って来た。

沢の水量が多く, Suruま で行く間に水量が更に増

して次の輸送ができな くなるというのだ。荷物が

多くジープだけには全部乗 らないので,Suruへ向

う土木事務所の トラックに便乗する。途中 Suruの

手前で ジープからおろされて待っていた3人を拾 う。

17時 45分,Suruに 着く。絶好のテント場があり,

Nunの ピークだけが,Suru川 が迂回している尾根

の上に見える。

8月 7日  晴  Suru～ P"kachi

ここまで同行 して くれたK"gil Tourist Office

の1に Sana Ullahが , ポーター 3人, ポニー 2頭

の手配をすべてやって くれた。 9日 間でポーター 1

人につき140 Rs,ポニー 1頭につき150 Rs,Kangi

Laま で行った場合はポーター 1人につ き30Rsを 追

加するとい う条件である。ポーター, ポニーは11

時に来る予定なので待っていると結婚式の行列に

会った。馬に乗った花婿は野の花に飾 られてテン

ト場の前にやって来た。年は18才。花嫁は姿を現

わさなかったが17才 とのこと。昨夜は笛や太鼓に

合せて歌声が明け方まで聞こえていたが, どうや

ら結婚式のお祝いだったらしい。テント場で,地

元の男たちが歌や剣舞を披露した。

12時15分,酒田グループが出発。11時に来るは

ずの我々のポーターとポニーは待てど暮せど姿を

現わさず,待 ちくたびれて, Suruの 土木事務所へ

かけ合いに行った。我々はSruで貴重な 1日 を無

駄にしたくない。所長のMr.Dawaの好意で,彼が

Parkachiの 事務所へ行くジープに便乗させて貰う。

小学校の先生に我々を追いかけてくるようにとの

ポーターヘの伝言を頼む。

18時10分,Parkachi着。途中,所 どころ道が崩

れておりやっとジープが通れた。ここではされい

な水と快適なテント場が得られ,正面にはNunと

Parkaぬi氷河が見える。村人が暗くなっても私達

のテントのまわりに座って,珍 らしそ うに見てい

た。20時30分にポーターとポニーが到着した。
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8月 8日  快晴  Parkadli～ Gurumatonga

7時 30分,Parkachiを 出発する。 Parkaぬi氷

河の末端がSuru川 に落ち込んでいて,時 凄々い音

と共に氷と水の柱が立ち登って崩壊する。Suru川

の北側には際だった山は見えないが,南側(Nun―

Kun側)に は写真で見るヨーロッパアルプスのよ

うな岩山が氷河を抱いて答えている。ジープが通

れる道が右岸沿いについて時 ,々道路工事をして

いるのに会う。昼食に初めてチャパティなるもの

を食べる。余 りうまいものではない。この辺一帯,

木がないのでポーターは牛のフンの乾燥したもの

を拾ってきて燃料にする。余 り煙も出ず火力もか

なり強いようだ。17時 20分,Nun Kunと Shaft氷

河を望むGばumabngaの キャンプ地着。

8月 9日 快晴 GばЩnatonga～Rangdom Gompa

朝はかなり冷えて 6時の気温は 3℃ であった。

や

`

今日も朝から快晴で右手に素晴しい岩山を見なが

ら歩 く。日射が強く余 りの暑さに午後から傘をさ

して歩いた。

14時30分,Rangdom部 落に着く。Suru川 に沿う

Parkaぬ iまでの回教圏以後,はじめて,チベット風の

チョルテンやタルチョーを見る。戸数は15戸位だろ

うか。土木事務所の出張員Mr.Wazir Mohod Ha―

ssanに 会いアドバイスを受ける。野生の鳩を2羽 ,

プレゼントされたので晩のおかずにした。

17時,RanJOm Gompaの 河原着。ここをキャン

プ地とする。Ran」om Gorttaは Suru川 の広大な

河原の中に在る小さな丘の上に建っている。キャ

ンプ地から近いので行って見ることにする。丁度

プジョ(お祈り)の時間で, ラッパ,太鼓を使って非

常ににぎやかであった。ここはラマ教の黄帽派と

思われ,黄色い帽子をプジョの途中からかぶっていた。
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《表紙の言葉》斉藤 満 =ヌ ブマタンのカルカでシェルパ がチャパティーを作 って くれた。
うす暗いカルカの中で,彼等 は楽 しく料理 していた。
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8月 10日  晴 RanJom Gompa～ 二股

Sum川 はRangdom Gompaの あるこの地点で大

きく3つに分れる。昨日土木事務所の出張員か ら,

右がPensi Laへ ,左がKangi Laへ 向うとい うこ

とを聞いていたが,私達の持参 した簡単な地図 と

照して見てどうしても左がKangi Laと は思えず,

ポーターに聞いても本流がKan」 Laだ と答えるの

で本流を進んだ。しかし, しばらく進むと大きく

地区と方向がずれて来た。ポーター頭のMohmd
は右岸のゴルジュの奥にのびている雪の沢を指し

て,あのコルがKangi Laだ と言う。しかし,地図

にあるKangi Laと は位置が異なり,合点がいかな

い。ともかく,我 々はKangi Laへのルートをとっ

ていないのはたしかだが残 り日数が少なかったの

でこのまま行ける所まで行くことにした。

8月 11日 晴

二股～支沢との分岐～Pizdong La～ 支沢との分岐

残り日数は今日 1日 で, 明日から下山にかから

ねばならない。朝から一緒になったチベット人の

一家にこのルートがどこへ行っているかを聞いて,

Pizdong Laへ の道だとの返事を得ていた。はるか

下にSuru川 の水音を聞きながら,左岸沿いのはっ

きりした道を歩く。やがで道は本流を横切って小

さな尾根を越す。私達はそこをキャンプ地にして

空身で枝沢を辿った。最後の徒渉をして腐った雪

の斜面を登るとそこがPizdong Laであった。パッ

と視界が開けて累々と白い山,岩山が見える。峠

の中央にはオボ(祈りの旗のようなもの)があった。

詳しい地図がなく現在地が確認できないのは残念

だったが,高度を測り(4810π ),チ ベット人一家

にこの道がChakcha La,Dbing La,Linshet La

を経てLanayuraへ 通じていると教えてもらい,

Pizdong Laを 後にする。チベット人一家はあと 5

日間位でLamayuruへ 着 くらしい。

8月 12日  夕刻一時雨

支沢と分岐～Ranダom Gompa

ポーターは下山が余程うれしいらしくピッチが

速い。登 りに 1日 半かかったところを 1日 で下っ

た。17時30分,Ran♂om Gompa着。 夕方, 夕立

に見舞われた。

8月 13日  晴のち曇,一時雨

RanJom Gompa～ Somethic

RanJom部落へ行く途中で,土木事務所の出張

員に会 う。 Pizdong Laへ 行ったことを話す と本流

を行ったか らだという。やはりKangi Laは 左の沢

だったらしい。記念写真を撮 りお礼を言って別れ

る。行きに幕営した所より少 し足をのばしてSomet―

hieで 幕営。やはりNun,Kunの Shaft氷河が 目の

前にある。

8月 14日  晴のち曇  Somethc～ Parkach

往復コースの場合,復路は興味半減である。写

真も余 り撮 らず黙々と歩 く。16時 25分 Parkachi

に着 く。 テン トを張った後,久し振 りに洗髪 し,

さっぱ りす る。

8月 15日  晴のち雨 Parkaぬ i～ Suru

往路はジープで通った道を炎天下足を引きずっ

て歩く。12時50分 Suruに着く。ここでの待 ち時間

が長か ったのでなんとな く懐 しく感じられ る。ポ

ーターに賃金を支払い,残った食料や, シャツ,

セーター,靴下等をプレゼン トして帰す。 12日 以

来,午後になると雨が降るが,今 日は強 く降 リッ

ェル ト内に少量の水がたまった。

8月 16日  晴のち曇,一時雨 Suru～ Kargil

9時に来 るはずのジープがなかなか来ない。聞

けば昨夜の雨で道路が不通になったらしい。 ジー

プをあきらめ,13時に来るとい うトラックを待 っ

ていた所,あ きらめていたジープが来て くれた。

やは り雨で道路が崩れ,長時間待たされた らしし、

途中 1回パンクしたが18時 15分,Kargilへ 着く。

さっそぐM=Sana Unahに 会い,お礼を言 う。 彼

には非常にお世話になった。 明日の Srinagarま

でのバスの切符を買い,夕食は久し振 りに レス ト

ランで地元のおいしい料理 を食べ 10日 余 りの山行

を振 り返 った。

今回の トレッキングはKangi La往 復を目標にし

ていたが,取付きを間違えてしまい目標は達せ ら

れなかった。しかしKangi La同様日本人には未知

であったPizdong Laへ 行けたことは幸運であった。

機会があれば再び行って更に奥まで入ってみたい。

私のエゴか もわからないがその時まで山も人 も今

のまま変 らずにいて欲 しい と思 う。最後にいろい

ろとお世話になった沖前専務理事はじめHAAJ
の皆様に厚 く御礼申し上げます。

(文責・角森文雄)
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51年度 HAAJヒ マラヤ集会開催予定

北海道集会 毎月第 1月 曜日 18時頃から,札〈51年 〉
1月 23日 (金 )

2月 13日 (金 )

2月 27日 (金 )

東 京 定 例 18時～20時

名古屋定例   ″

東京郵便 会館  ″

NK・ガルワル合同報告会

名古屋定例 18時～20時

東京定例    ″

名古屋定例   ″

総会 東京 13時～16時

幌市北 1西 4棟向 喫茶「 ねむの木 」の 3階特
別室でおこなっています。奇数月定例,偶数月
自由集会。

問合先 阿部 淳 理事  T
名古屋定例場所

 (名 古屋駅西 100れ )

IIAAJ東京事務所

毎月第 1金曜 (自 由)第 4金曜 (定例)

―

一 一

HAAJ東
京 事 務 所 ―

一

― ―

ヒマラヤ・ツアー関係,東京集会,デ リー事務
所使用 ・デポ装備借用申込の事務をおこないま魂

事務局員 としてはHAAJ NK隊 々員であった鈴

木康志 さんが担当します。電話は当分の間,神本

商事 (ジ ンショウ)と 共用です。
〒164東京都中野区中央3丁目45-18沢本ゆレ1階

交通 国電 中野駅下車 徒歩10分。中野駅 ,永福

町,渋谷,新宿か ら近 くまでバスも出てい

ます。「公会堂下」下車5分 (バスはZ3)

をレ易
‐ 増埼

願 :1曜11ヶ

L_』E_I 賞秋向

崚家4ウ

3月 21日 (金 )

3月 26日 (水 )

4月 9日 (金 )

4月 11日 (日 )

――名古屋集会報告-50年 11月 4日―――

インドのC鉱 &Kings旅行社のS.KmIAR氏 を

招いてインド・ヒマラヤの紹介をスライドを使用
して説明していただいた。内容は次号で報告。
参加者 :浅倉義勝,荒木健次,高野 勤,岩水

竜峰,渡辺 博,須賀玄郷,熊沢友三郎 ,松本香
代子,潟上弘子,加藤教子,佐橋忠明,山田ひさ

子,鈴木康志 ,久保幸治,沖 允人,併井照和 ,

山田正弘,増田秀穂

「

――HA
L都合に

AJ DELΠ 1 0F FICE
より当分の間使用禁止にします。

HAAJイ ンドヒマラヤ登山隊難:彗:帰国歓迎・報告会::::華華彗:華予告

下記のように1975年に日本ヒマラヤ山岳協会が主催した 2つの登山隊の公式報告会を開催いたしま魂

皆様のご出席をお待ちしております。出席者の方には登山隊速報,「 ヒマラヤ」特集号,な ど記念品を

お渡しいたします。

日時 51年 2月 27日 (金)18時～20時30分

場所 東京都港区郵便会館大会議室 電03-433-7211

東京都港区芝公園2丁 目5-20

交通 地下鉄都営 6号線「芝公園」下車,「大門」下

車,国電「浜松町」下車。(1～ 7分)

内容  1.会 長あいさつ

2.ィ ンドヒマラヤ概況

3.カ シミール隊報告 (ス ライ ドによる)

4 ガルフル隊報告 (ス ライドによる)

5.質疑応答

6.ト レッキング報告

会費  1人 1,000円 (記念品代を含む)

準備の都合があ りますので同封アンケー ト用

ハガキで出席をご連絡下さい。(定員80名 )

大 向

■

」ぃ
“
_峰

“
__“占_」■■■■L

二

一

一

Ｅ

Ｆ

一

て定例場所
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―
会員通信

★ 藤井 毅  東京       10月 29日

東部ヒマラヤの研究,本,その他

インドか らとどきました,ア ルナチャルやアッ

サムの本をぺ らべ らとめくって読んでいますが,

私が今まで頭に描いてきた「 イン ド」 とは全 く違

うな, という感をますます強 くしています。

ヒンズー教の影響は無視できないとしても, ア

ルナチャルやアッサムの丘陵部は,や はり「 ァジ

ア」だと思います。

それ も,イ ンドンナや ビルマ,チ ベット,雲南,

あるいはフィリピンやタイなどと,深 くつながっ

てくる意味において「 アジア」 だという気がしま

す。

写真集を見ていて も, どうして もカルカッタや

デリーなどの ヒンズー・インドのことは頭に浮か

んでこず,ベ トナムやラオス, ビルマなどの少数

民族の人たちとのつなが りを考 えてしまいます。

先日,東南アジアの山岳少数民族の人たちの暮

しの様子を撮 った映画を見る機会がありましたが,

どうしてもアッサムの丘陵部やアルナチャルの人

たちの写真と二重写 しになってしまいました。

今のところ, アッサムやアルナチャルについて

は,お先まっ暗の状態で何とも言えないのですが,

ただ, ネパールや ブータンなどについて勉強する

のとは, また違 ったむずかしさや,方法があるな,

とい うことだけは百えるみたいです。

新着の本を一部読んだだけですが,ま すますア

ッサムにもう一度行かねば, と思 っています。

もちろん, アッサムや時にアルナチャルに実際

に行 きたいか らこそいろいろと勉強しているので

すが,あ くまで も,そ の土地で暮す人たちとかか

わ りを持つとい うことを大事にしたいと思いま・九

アルナチャルの行政当局か ら発行 された本は,

非常に詳しく,専門的で興味深い ものばか りなの

ですが,そ の反面,読み手である私が, こまかい

ことばかりにこだわっていると,かえって全体像

というか,他の地域や人達 とのかかわりがわか ら

なくなってくるようです。前に も沖さんか ら助言

していただきましたが,あれ も, これ もと手を出

していると,結局泥沼にはまってしまうようなも

ので,何 もわか らなくなってしまうのか もしれま

せん。

もちろん, 日本で紹介されていない土地のこと

を勉強するということは,かな りの試行錯誤があ

って当然なのでしょうが……。

しかし,東部 ヒマラヤ研究会(仮称)は是非やっ

てみたいことです。 とにか く, この研究会だけは

責任をもってや りたいと思っています。実際のと

ころ,他のことはどこまでやれるか自信のないこ

とばか りなのですが,「東部 ヒマラヤ研」 という

ことに限ってやってみたいと思います。

私個人としては, どちらかというと,東部 ヒマ

ラヤに住む人達の方に関心が強 く,純粋な意味で

の東部 ヒマラヤの未踏峰には,それほどで もない

のです。ですか ら,そ の点 ヒマラヤの山に興味の

ある方にも,参加していただかなければと思 って

います。(東部 ヒマラヤ研究会事務局  藤井 毅

〒153東京都 目黒区東山2-16-2-301)

★ 岡本俊彦  高知市      11月 8日

1976年のプレモンスーンにネパールヒマラヤの

ラムジュン峰へ遠征を計画中です。 HAAJ隊 の

登頂した山です。高知山岳連盟隊の副隊長兼医療

担当ということで行きますが, り‖田君(HAAJ)
も隊員の一人で装備を担当します。  (後 略)

★ 石川真智子  広島市     10月 12日

未知のザスカールを訪ねて

おかげさまでザスカルの山を歩 くことが出来ま

した。 もっとも日数不足で,昨年小川さんが行か

れた所より3日 間だけ奥へ足を延ばしただけでザ

スカールの核心部を歩 くことも出来なかったのは

大変残念です。考えていましたカンギ・ベースの

案は, フィダさんやカルギルのツーリス ト・オフ

ィサーのサナウラ氏などのお話で,ポ ーターやガ

イ ドが雇 えないか ら駄 目にな り,結局,ス ルで酒

田グループと一緒にサナウラ氏にマネージメント

をしてもらって, スル, ランダム可能であれば,

カンギ・ ラまでということで トレッキングをした

わけです。パルカチ→ガルマ トンガ間で出会った

インド人のパーティはIIinskotか らカンギ・ラを

抜けラングダムにおりて来ましたが, カンギに入

るに もHmiskotよ り西側の谷から屋根を越えてカ

ンギに達 し,峠附近の氷河は馬でも大変だったよ

うで日数 もかけていました。我々のパーティでは

無理のようでした。 ランダムより奥へは, スルの

ポーター達は入ったことがなかったので, カンギ

・ラの位置す らわかってなかったし, また地元の

人 も地図のカンギ・ラの入 り口より,一つ西側の

谷と教えて くれましたか ら,遂にはラマユルヘ越
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えることが出来 る, ピーズン・ラヘ行ってしまい

ました。高度計の示度で4810協 ,実際は4900π ぐ

らいです。 地図の Lama Lisi Laよ り少し南にな

る所でしょうか。

来年あた りHAAJで 数パーティ出して, ヌン

クンの南側や,ペ ンジラを越えてザスカル河の流

域あた りの トレッキングが出来れば面白いのでは

ないかと思いますが,未知のことが多 くて楽しい

けど,苦労 も大変ですね。ネパールの トレッキン

グみたいにシェルパや旅行社が arrangeし てくれ

るよりは,無駄が多いけど,得ることも多いです
ね。

今考えてみると,本当によかったと思っていま

す。遅 くな りましたがお礼を述べ させていただき
ます。宗綱さんと 2人で私的な報告書を作 りまし
た。

今度の旅では,鈴木 さんやフィダさん, ブレー
ムさんに現地で大変御世話にな りました。特にフ

ィダさんには一か ら十まで面倒を見て もらった感
があ ります。あ りがとうございました。 (後略)

★ Mrs.Fida Vosh:b(旧 姓 勝美子)カ シミール

当地に来て新生活をはじめもう2カ 月あまりに

な ります。こちらへ来てか らはカシ ミールの人た

ちやフィダー家 に親 切 にされ, 感激して毎日幸
せに暮しております。生活にも慣れ, ウル ドウ語

もボツボツ勉強してお ります。 HAAJの 皆さん
によろしく, よろしくお伝え下さい。 11月 15日

★ 設楽芳夫  東京       11月 5日
ヒマラヤ11月 号で伊藤寿先生の逝去を知り驚き

悲しんでおります。あの1974年の夏のカシミール
の短かい伊藤先生との旅で,何 日か同室のことも
あり,共に飲み語り,本当に立派な先生と敬服し
ておりましたのに, まことに残念です。 (後略)

★ 千葉良正  札幌       11月 1日

私共札幌山岳会 も予定通 り9月 15日 にBrammah
Iの登頂に成功 し,10月 3日 早々に全員帰国いた

しました。

遠征隊出発迄の手続 きのために, EAAJの 皆

様には数多 くの御助言 と御手伝いをいただき,そ
の御蔭あっての成功 と深 く感謝いたしてお りま魂
今後 も機会をみて, ヒマラャに出かけたいと全員,

叉新たな意欲を燃やしております。

★ 藤江幾太郎  11月 24日  カトマンズにて

今回でネパールも4度 日です。ゴラパニの峠ま
で行ってきました。新しい宿, コテージオーロラ

(日 本人経営)に泊まっています。   (後 略)

★ 加賀 勝  青森県八戸市    11月 10日

(前略)9/11～ 10/4ま でガルワールの トレッ

キングを行ない,成果を上げ無事帰国いたしまし
た。

私の トレッキング行は, ラマニまでの往復でし
た。 10日 間かか り, ポーター 5名 との旅でした。
ジョシマー トではモーテル・ニルカンタに宿泊し,

そこの レス トランのマスターでMr.ChШmaと 非常
に懇意 とな り,彼 も一緒に トレッキングに参加し

ました。片事の日本語を話し,今盛んに日本語を

勉強 し,明年は是非 日本に行きたい と話 してお り
ました。叉彼は非常に日本人びいきで, 日本人の

登山隊や トレッキング隊には出来る限 り, 力添い

をしたいと話してお りました。私共 もトレッキン

グの為にパー ミッションを取 りに行 きましたが,

オフィスではChurmaが 一緒な らOKと 云う事で,

直 ぐに許可してくれました。 彼はHAAJ沖 前理
事の事 を日本人で始めてジョシマ~卜 を訪れた人
だと非常になつかしがってぉ りました。 ここでは
HAAJの 名前がかな り知 られてお り, さすが と

感心いたしました。

リシガンガのキャバンルー トは想像以上に厳し
いルー トです。今回は雪がなか ったですが,雪の
ついた時のルー トは想像しただけで恐ろしくなる

思いです。しかし晴れていれば素晴 らしい展望で

す。 ガルワールの美しさを十分に満喫できます。
私共の 目標にしているドウナギ リは終 りのキャ

ラバンの 2日 間でようやくその姿を見る事ができ,

ルー トを十分に観察する事ができました。 ドウナ
ギ リは ラタ部落の村長の話しでは, God(神 )と い

う意味だそうです。 ドウナギ リの北にあるプルビ・

ドウナギ リは「北の ドウナギリ」 との意味だそう
です。その名のィメージにふさわしぃ美しい山C
ラタ・ ャルクの上部か ら見ると双耳峰をなしてい

ます。十分に満足できる素晴 らしい山でした。

(後略)

||||||||||||||||||||||||||IHAAJ会 員 募 集
|‖ |||||||||||||||||||||

HAAJの 活動充実,会員サービス向上の為には,

会員数の増大が基本 となります。 HAAJは 今年
で創立 10周年を迎えます。本年度はこれを期に大

巾な会員増にとり組みますので,ぜひ皆さんの周

辺でこの人という方に入会を勧めて ください。入

会申込書 ,「 ヒマラヤ」などを送 りますので,名
古屋事務所までお知 らせ下さい。 HAAJの 楽し

さ, メ リットなど多 くの人に知 らせてほしい と思
います。会員数 と事業量のアンバランスで今が最
も苦しい時です。10周 年で 2,000名 の会員が 目標
です。ぜひともよろしくご協力下さい。
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書 名 ・ 発 行 年 な ど 著名・発行所 な ど 頒 価 送  料

ミルサミールからファラクサールヘ 1970 + 名城大学 ヒマラヤ調査隊 600FJ 100円

カシ ミールとラダック ts74+ 900 100

第 3回 東北 ヒマラヤ研究会報告書 v -" , \,ffix\M H A A J 1,400 200

EXPEDITION I e-" r 7,mx,x 2,000 200

4-tf- tv ヒマラヤの旅報告書  ヒマラヤ研究Ⅲ 1,200 200

チベッ ト・ ラダック (地図つ き) 2,400 300

2回 ヒマ ラ ヤ 究 ヒマ ラヤ Ⅳ 1,100 200

HAAJガ ンジロバ隊帰国報告書 300

海外登山研究会資料Ⅳ   マカルー交信記録,他 J A C 1,000 200

東 海 山 岳 Ⅱ 800 100

岳 Ⅲ 2,500 200

チベ ッ ト ラダック H A A J 1,000 200

n>i-tvD'ffiLi1 600 100

ヒマラヤの桃源境, ブータン・シッキム・ァッサム 2,200 300

ヒマラヤを歩き登るために,第4,5回東 ヒマラヤ研報告 2,400 300

●

ヒマラヤ関係の ものが出版されましたら紹介しますので,名古屋事務所へ 1冊お送 り下さい。

「 ヒマラヤ通信」「 ヒマラヤ」バックナンバーは下記のものしか残部がありません。

第 1号 (20円 ),第 2号 (20円 ),第 9号 (50円 ),第 17号 (150円 ),合本製本用表紙(200円),第 a～第50

号(た だし,27,35,36,38,39,42は 品切)。 各送料共 300円に割引。会員のみにしかお分けできません。

東京 。名古屋事務所,エ ア・インディア名古屋営業所 (名 駅前ホテルニューナゴヤ747号 室)へ取りに

来ていただけると送料分だけ安くなります。下記書店でも扱っています。各地で開くヒマラヤ集会にも

できるだけ持参します。注文は先着順に受付。通信での申込は代金を添えて下さい。

〒468名 古屋市天白区一つ山1-44-7 HAAJ名 古屋事務所

郵便振替振込用紙はどこの郵便局にもあります。送金料も安くて便利です。こ
｀
利用下さい。

―
― HAAJ出 版 物 の購 入 につ いて

会員へのサービス強化として,下記のようにHAAJ関係出版物の入手を便利に出来るようにしました。

* HAAJ会 員がその年度の会費を全額納めた場合,図書券 3枚 (1枚 200円 ×3=600円 相当)を その年

度の会員紹介カー ドと同封して送 ります。会員が下記の店でHAAJ出版物を購入する場合,会員カー

ドと図書券を持参すれば,そ の分だけ安くなります。但し,同一資料 1冊につき,図書券 1枚 しか使

えません。通信販売も同様です。 (例 えば, 1,000円 のものは,図書券 1枚 と800円 を払えばよい。)

* 本によって200円では割引が少ないこともありますが,本屋さんの手間,割引率,本の値段などの

ことがあって,一率 200円 としました。御了解下さい。

<取扱い店名> 京都…京都市下京区四条河原町東81  海南堂        
東京一千代田区神田駿河台2-1    著漢堂 (お茶の水駅前)
仙台…仙台市一番町2-3-32     丸善仙台       
名古屋…千種区千種駅前       ちくさ正文館     
札幌…中央区南 3条西3丁目4番街   成美堂(札幌駅前通り) 
広島…広島市本通1-7(金座街)   アカデ ミィ書店    TE

岐阜…岐阜市神田町通り4      自由書房       
福岡…福岡市中央区天神2丁目9-110 福岡金文堂 (新天町)  
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白い城砦  ビハ リジョット北峰・インド・ ヒマ

チャルプラディシュ・ ヒマラヤ

1974年長野県勤労者山岳連盟イン ドヒマラヤ登山

報告書 非売品 1975年 5月 14日

雪男の糞を見つけたとい うニュースで新聞紙上

を賑わした同隊の公式報告書。 B5変型 177P。 ィ

ン ドの登山手続,通関について も祥しい。写真多

数。送料実費で2,600円 。下記にお問合せ下さい。

〒160東京都新宿区戸塚町 3-126日 本勤労者山岳

連盟出版局

P29遠征報告書

大阪大学山岳会で,昭和50年 11月 末, P29遠征

隊報告書が発刊される。マナスル三山の中で,最後

の未踏峰であったP29峰への,10年にわたる, 4

度の遠征の記録が全て収められている。

内容 第一次隊 (西 面 1961年 プレ)

第二次隊 (東面調査 1963年 ポスト)

第三次隊 (東 面 1969年 ポスト)

第四次隊 (東面より登頂 1970年 ポスト)

A5版 本文 170頁,写真 18頁

なお,昭和37年12月 10日 に発行された「P29西
面」篠田軍治著, も若干在庫ある由。

クワジャ・ムハマッ ド山群 1972年

福岡高体連 m年 11月 8日  非売品

250ペ ージの部厚い本である。

第 1部が登山報告,第 2部  アフガニスタンの

見聞記,第 3部研究・資料か らなっている。内容

はよくまとめ られており, アフガニスタンヘ入る

人たちのよい参考書である。問合せ先 〒839-01

久留米市大善寺町大字宮本1509-8 佐野昇三

第 6回  HK会議報告書 (カ ラコルム情報など)

1,500円 送料200円  HAAJ事 務所にあります。

ネパールの旅 HAAJ ll月 1日 発行

66ベ ージ  600円

「ネパール王国旅行案内」「カトマンズとその周辺」

のHAAJ出 版のガイドブックが絶版になっていた

ので, この 2冊の内容を 1冊にし, 不パールに長

期滞在した佐 々木正を編集者に加え,大改訂をし

て出版したものである。 B6版 のポケ ットに入る

もので,ネ パールヘ旅される人の必読の本 といえ

よう。簡単なネパール語会語集 も便利。 EAAJ
事務所にあ ります。

ヒマラヤを歩き,そ して登るために

HAAJ ll月 1日 発行 277ペ ージ

2,400円    HAAJ事 務所にあ ります。

第 4回,第 5回の東日本 ヒマラヤ研究会の報告

書である。高処 タックティクスの問題 (中島,浅
見,村井ほか),中央アジア探検史をめ ぐって(水

野), イン ドヒマラヤ登山の手続, ↑青報など, I
AAJ内外の有識者を集めて開催した ヒマラャ研

究会報告書なのできわめて有用である。実用書と

してだけでなく, ヒマラャのいろいろな話が盛 り

込んであ り,楽 しい読み物 ともなっている。この

本で ヒマラャ研究 X(10冊 目)と なるので I～ Xま

での主要 目次が巻末にそえてある。

ヒマラヤの旅 長谷川伝次郎著 国書刊行会

12月 発行 29,000円  B4版, 354P

昭和のはじめにとマラヤに入った日本人,長谷

川伝次郎の写真文集の復刻版。

中国ラマ教美術大観 逸見梅栄著 東京美術

箱入り,限定 500部  36,000円
ラマ教の仏像,仏画など約 1,000点の写真を集

録,解説したラマ教美術の大観である。

著者が戦前,中国東北部・内蒙古地方で集めた

清朝期の作品が大半で, これに東京国立博物館,

東北大などのコレクションを加えている。
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東北アジア考古学の研究 三宅俊成著

国書刊行会 11月 発行  9,000円  A5版

戦前,戦中におこなった大嶺屯域址な どの調査

を含む。なお,国書刊行会か らはこの他に「東西

交渉史の研究 (全二巻 )」 藤田豊八著 18,000円 ,

「 ユーラシア東西交渉史論攻」鈴木治著 4,800円 が

発行 されている。

古銭の道 森豊著 角川選書  7∞円

シルクロー ドから発掘 された和同開ホの謎など

シルクロー ドの古銭にまつわる話。10月 31日 発行

「
第7回

<登山報告> K12(市川山岳会), K6(富 山山雄

会), サル トロ・カンリ(東京北稜山岳会), マルビ

ティン(JAC岩 手支部), スパンティク(郡 山山岳

会), ライラ繕 稜山岳会), ブニ・ゾム(ベ ルニナ

山岳会), プリアンサール(京都カラコルムクラブ),

チ ョゴルンマ氷河(同支隊 ), チ ョク トイ氷河, ビ

アフォ氷河(群馬岳連), カンビレディオール(広島

山の会),テ ラムカンリ(静岡大),そ の他。

<登山計画 1976年 > ムズタークタワー(RCCI),
バツーラムズターグ(京都 カラコルムクラブ), ア

プサラス I峰 (東北大), 同 (大阪大), ナンガパル

バ ット(福岡大), ミアール峰 (福岡GCC), バツ

ーラ I峰 (泉 州山岳会),同 (下関山岳会), シェル

ピカンリ(神戸大),バ ッーラ(飯田山岳会),な と

<現地情報>(1)登 山許可は希望山名の中か ら

パキスタン側で一方的に決められる。早 く申請す

る方がよい。 トレッキング も申請を必要 とする。

パキスタン大使館を通 して 3カ 月以上前に申請す

るとよい。現地で申請すると10日 以上待たされ る。

(2)許可範囲はツーリス トとしては中国国境 より

10マ イル以内, アフガン国境より30マ イル以内が

許可されるがはっきりしていない。登山, トレ、ッ

キングはパキスタン国な らどごでも許可対称 とな

りそ うであるので, とにか く申請してみることで

ある。なお,登山, トレッキングともリエゾンオ

フィサーがつ く。ッー リス トの場合は許可不要で

リエゾンもつかない。ツー リス トとして歩ける範

囲はイスラマバー ドの PTDC(パ キスタン観光局)

で聞 くと分 る。 (3)通関その他,登山隊は通常

ヒンズークシ0カ ラコルム会議開かれる日■
1

11月 809日 於・福岡市一《速報》一―――一―」

ヤルン・ カン 京都大学学士山岳会編

朝日新聞社  5,500円  11月 25日 発行

ネパールの東部カンチェンジュンガ山群の未踏

峰ヤルン・カンの登頂, そして松田隊員の行方不

明とい うとマラヤの ドキュメント。

鳥居龍蔵全集 (9)「 蒙古旅行・満蒙の探査ほか」

朝日新聞社 11月 15日  9,800円

ヒマラヤ東部, アッサム, ビルマな どを民俗学

的に調査した鳥居龍蔵の全集の うちの 1冊。他の

巻 も貴重な もの。

の通関が必要。 トレッキング, ツーリス トはあま

り荷物が多 くなければ無税で通関できるので,極

力荷物を少な くする方が得策である。

(4)現地の物価 (lUS$=9′ 5 Rp)(単 位ルピー)

石油ランプ(12), ナベ(20), フライパン(中 )(17)

お盆(3),お 玉(2),圧カガマ(175),食 器 (ブ リ

キ)(2),石 油 (1′/2), ミニバス(1日/700),ジー

プ(1日/500～ 800), ニフ トリ(1羽/10), 小羊(1

頭/100), 玉ネギ 。ジャガイモ(“協/93), ポータ

ー(1日//25～ 30+食費または10), コック(1日/18),

(以上はおおよその値段だ と考えて下さい)

(5)登 山料 (ロ イヤリティ)6,500π 以下 750$

6,500～ 7,000π  l,000$と い うように分け られてい

る。祥しくはパキスタン大使館に申請したときに

分る。 (6)現地での保険 ラワルピンディにある

アルファ社が便利。値段 も交渉で決まり日本より

安い。大体 リエゾン 3カ月で600～ 700Rp, ポータ

ー 1カ 月 60Rp。 保険屋はホテルで連絡がとれ る。

(7)ア プローチ インダス・ロードは工事中のため

1979年頃まで通れない。しかし, ときどき通れる

こともある。従ってフンザ入域許可はむつかしい。

スカルドウ, ギルギットヘのフライトは天候の都合

で便数が少な く,(1975年 8～ 9月 は 1カ月当 り6～

10便。40人位乗 り)座席の確保は難かしいので,

余裕を もってピンディに着 くことが望ましい。

(8)チ ェックポストがギルギット,ス カルドウ, アス

コーレ, ウルドカスにできる。現地 ニュースも聞け

る。なお ,HK会議事務局は「〒503-13岐阜県養

老郡養老町中157, 」です。(沖 記)
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「 ヒマラヤ」 主要 目次  第20号～第50号

沖  允 人 編

第 1号～第19号はB6版 (フ ラ半紙の%)で発行され,そ の主要目次は第19号 に載せてあるので, ここ

では第20～ 第50号の主要目次としてまとめました。集会案内,図書・資料紹介,会員だより, ツアー日

程などはページ数の関係 もあって省略しました。バックナンバで在庫のものは 1号 (20円 ), 2号 (20円 ),

9号 (50円),17号 (150円 ),第20～ 第∞号(200円 )(た だし,27,35,36,38,39,42を 除 く)いずれも残

部は多くありませんので,申込順とし,品切の折はご了解下さい。申込は会員に限 ります。 HAAJ名
古屋事務所へ代金をそえて連絡して下さい。

:::||:華華難:::::二 ::彗 :華苺華:23華 :

キラン・ マン・セルチャン君 ネパールヘ帰 る                             20-5

協会の意図す るもの

カトマンズ生活を省りみて

東北 ヒマラヤ集会を終えて

第 7回 ヒマラヤの旅 ―参加者の皆さんヘー

第 7回 ヒマラヤの旅 -50の質問と答 ―

ヒマラヤ紀行 ―ガブラル(ス ワート)での数日,昭45年夏―
ヒマラヤ学入門(そ の 7)HAAJの 利用

ヒマラヤ学入門 (そ の 8)ネ パール語を勉強する人々のために

深田久弥 さんの功績について

柴田金之助 -20-1
竹 沢 昭 治 -20-2

田 定 重-20-7
カシ ミール登山隊出発                                 20-7

20- 8

20-11

絲 田瑞枝-20-18
丸 山 信 治-20-19
竹 沢 昭 治-20-20
野 上 成 男-20-22

:|::::||::羹

'1碧

筆::彗 ||::||::||:||:::II::華:::|:華 ::25:|::|

カシミール・ ヒマラヤ登山隊(1971年)帰国 -1

ゴザインクンドヘの旅 ― シェルパと共に一               堀 内 立 三 -21-2
富士山・ヒマラヤ集会を終えて                              21-7
第 7回 ヒマラヤの旅 一参加者の皆さんへ~                      21-9

旅行地紹介(そ の 1)シ ーカ方面<ポ カラ班>                       21-13
旅行地紹介(そ の 2)エ ベレストの麓へ<ナ ムチェ班>                  21-14
ヒマラャ紀行 一アンナプルナ南面の旅 8%映画の解説よリー       浜厳・清水澄-21-15
ヒマラヤ学入門(そ の 9)個人装備としての精神と薬品          高沢  忠-21-17
ヒマラャ学入門にの10)そ の国の人とのつき合い方<シ ェルパ>      植 竹 清 孝-21-18
ヒマラヤ学入門にの11)買 い物<ネ パール>             植 竹 清 孝-21-19
訃報  笹川広平氏,前田光雄氏                            21-26

本協会々員 坪川賢三氏の遭難について 橋 本  広-21-33
浜   厳-21-34
竹 沢 昭 治-21-35

Bhutan研究会 News ヽ 1
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不パールの元旦 門倉  賢-22-1
史上最大の ヒマラヤ・ツアー, HAAJ第 7回 ヒマラヤの旅出発               22-2

Bhutm研究会 Nws m2

小 林 英 見-22-3
浜   厳-22-3
江 上  康-22-4
大木滝次郎 -22-9
沖  允 人-22-9
光 島  督-22-10
丸 山 信 治-22-12
沖  允 人-22-13
阿 部  淳-22-16

ヒマラヤの花

打率十割

<ヒ マラヤ情報> カンチェンジュンガ方面の トレッキング

<ヒ マラヤ情報> ビルマ入国最近の情報

<ヒ マラヤ情報> シッキム入城について

ヒマラヤ山中 “おとざの国 "シ ッキム(信濃毎日新聞より)

ヒマラヤ学入門(そ の12)ネパールの日舎の人 とのつき合い方

ヒマラヤ学入門(そ の13)Ⅱ AAJについて

ヒマラヤ学入門 (そ の14)ネ パール・ ヒマラャに関する文献(補遣 )

ヒマラヤ物語シリーズ(1)(ネ パール)天 国へ行ったユディスティラ

竹沢昭治訳・市村美知子編-22-30

|:||::11:|:華 :華華::::::|:||::||||||::|::華:華::撃:::ニユ|

ダージリンとマナリにHAAJ連絡所開設                         23-1
第 7回のネパール・ヒマラヤの旅,成功裡に終る                     23-2
第 7回 ヒマラヤの旅報告(そ の 1)ラ ンタンヒマール踏査行速報       稲 田 定重-23-6
コーリ氏 ヒマラヤ講演会盛大に行なわれる                        23-10
インド・ヒマラヤヘの招待                        M.S.コ ーリー

23-11

三度立ったエベレス ト

<紹介>日 本アフガニスタン協会

大木滝次郎 -23-15
沖  允 人-23-15
勝 山 良 三-23-18
浜   厳-23-19

ヒマラヤ学入門(そ の15)写真のとり方

Bhutan研 究会  News No 3

チベ ット研究会入会のご案内

ナワン・ゴンブ
ー

23-14

23-20

ラダック研究会 一その後-                             23-20
前ネパール国王追悼式(朝 日新聞などより) 23-32

第10回 日山協海外登山研究会開催さる                           23-32
ヒマラヤ物語 シリーズ(2)(ネ パール)ナ ムラ・ ブッダ物語 竹沢昭臨 -23-33

::|||:1華華華||||:|1111111111111:|::::暮華華|::11

ヒマラヤ写真展盛大におこなわれる 於 :東京都中央区体育館               24-1
冬のイン ド旅行(1972年 2月 ) 移[井 照 和-24-2

増 田 秀 穂 -24-8
阿 部  淳 -24-8
宮 原  進 -24-10

ヒマラヤ学入門(そ の16)資金のため方

ヒマラヤ学入門(そ の17)高度の障害について

ヒマラヤ学入門(そ の18)お金を盗まれないために

ブータン研究会について 。チベット研究会入会のご案内・ラダック研究会

-12-

24-14

24-16

24-16

カシミールの英文文献をお分けします

ブータン研究会開催さる



47年度 HAAJ総 会報告                               24-17
ヒマラヤ地方の王国(9)                 RRカ ラン,W.M.ジ ェンキンス

ー
24-20

ヒマラヤ物語シリーズ(3)(カ シミール)え い .′  おお .ノ S.L.サ ドウ
ー

24-30

モンゴルとゴビ砂漠 本 克 彦-25-5
<ヒ マラヤ情報> 中国への旅 (上)

ヒマラヤ学入門(そ の19)ト レッキングの装備

ヒマラヤ学入門(そ の20)ク レジット・カー ド

ヒマラヤ学入門 (そ の21)ト レッキング中の保険について

第 1回 東京都山岳連盟海外登山研究会報告                       25-30
ヒマラヤ物語シリーズ(4)(ネ パール)ニ ャーウリ~・ マ~り ・パチュー ト

ー 竹沢昭治編-25-32

::::華:攀聾華:|::|:i111華 ::華華1彗:::::彗:華::

第 2回 東北地区ヒマラヤ研究会盛大に開催される

パンジャブ登山隊出発・滋賀岳連主催・HAAJ後援

::華::壽羹萎肇:華1彗i華 |::二難華1華1::華 :

ヒマラャ物語 シリーズ(5)(カ シミール)で しゃば り者

|:|:::|||:華藝義難華|:::::|:||:::|:|::華 華:|::華 ::華11:::華 ::

大相 次郎 -25-8
増 田 秀穂-25-11
大木滝次郎-25-12
林  茂 樹―

審 13

25- 1

25- 3

26-17

26-24

研究会だよ り・ラダック研,チ ベット研, ブータン研, ワハン研             26-12

1973年 日本ヒマラヤ山岳協会カンジロバ遠征計画                     26-1
ルクラからロブジャまで 田 安 宣 -26-4
ダウラギリからジュムラ(1972年 プレ) 米 山 利 雄-26-6

<ヒ マラヤ情報> 中国への旅(下) 木滝次郎 -26-13
ヒマラヤ学入門(そ の22)病気になったとき ― 保険のこと一 阿 部  淳 -26-16
<ミ ニ・ニュース> ブータン国王死去(朝 日新聞より)

4200米峰初登頂 一カシミール・ハラムク山群 1972 HAAJカ シミール登山隊
ヒマラヤ研究Ⅲ(第 7回 ヒマラヤの旅報告書)を 読んで 26-26
ヒマラャ地方の王国⑩                  PRカ ラン,W.M.ジェンキンス

ー
26-28

S.L.サ ドウ
ー

26-30

ゴザインクンドの想い出 林ヽ 英 見 -27-1
トレッキングの範囲について

モディコーラの トレッキング

在″ ―ヾル日本大使館-27-1

17才の国王に全権を与える。ブータン国民議会(朝 日新聞より)              27-5
HAAJガ ンジロバ遠征隊のご紹介                    阿 部  淳-27-6
1973年 日本 ヒマラヤ山岳協会カンジロバ遠征隊計画

今村 朋 信 -27-2

- 7

Ыlutan研究会 News ヽ 4～ヽ 6 浜   厳-27-8
花 崎  洋 -27-9

ヒマラヤ学入門(そ の23)山岳保険<海外登山の場合>
<ミ ニ・ニュース> 「岩 と雪」 第27号  ヒマラヤ トレッキング特集             27-10
ヒマラヤ学入門(そ の24)国際電報の打ち方                大木滝次郎 -27-11
ヒマラヤ研究会報告,於 :長 野県大町市                         27-17
ヒマラヤ地方の王国0 PRカ ラン lV M.ジ ェンキンス

ー
27-28

ヒマラヤ物語 シリーズ(6)(ネ パール)死 に神に合 つたダナタール      竹 沢 昭 治-27-30
-13-
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ヒマラャを詠む 田 尻 種 穂 -28-1
折 戸 正 明-28-2

第 1回  山形 ヒマラヤ集会報告                             28-20

1973年 日本 ヒマラャ山岳協会カンジロバ隊ニュース                    28-3

(そ の 1)ク ル谷周辺の トレッキング

9- 9

チ リメコーラ源頭 とゴザインクン ド・ トレッキング(1972.3) 岩 水 竜峰-28-4
千葉 良正-28-11
村 山 栄 子-28-14
阿 部  淳-28-16

HAAJカ シ ミール登山 一報告 とお礼(19728)一

ゴビ砂漠日記,砂漠・蜃気楼・グルの生活

ヒマラヤ学入門(そ の25)現地情報を得るには

Bhutan研究会 News ヽ 7 厳-28-25
ヒマラヤ地方の王国⑫ RPカ ラン WiM.ジ ェンキンス

ー
28-26

::::|:|:難彗葺1111:|||::|::111::|:111華華驚華:|:::||

パンジャブ 0ヒ マラヤ特集

1973年 日本ヒマラヤ山岳協会カンジロバ遠征隊出発 29- 1

29- 3

(そ の 2)ク ル・マナリの想い出                  林  茂 樹-29-5
1ist of I)eaks aro■ nd Manah NQl,N■ 2                                           29-5,29-8

(そ の 3)パ ンジャブヒマラヤ遠征隊概要報告 滋賀岳連隊

Bhutan研 究会 News No 8

大 嶽 藤 一-29-13
浜   厳-29-16
稲 田 定 重-29-18Expedti∞ 研究会 News No l

ラダック研究会 一ハスナイン博士を囲んで一

Expedtim研 親睦春山山行報告と感想

:翫pedition研 第 1回研究会報告                    稲 田 定 重-29-24
<ミ ニ・ニュース> Japan Bistari Club発 足                       29-38

1lil::::::|:第 :警黎|:|:::|:|:|:::|1111:||:::|||:|:11111:111:::::::4雛 諄:::妻舞:|||:|:::::::||:

イン ド・ カシミール特集

(そ の 1)イ ン ドのすば らしい “何か " 森 本 達 雄 -30-4
空  昌 昭 -30-7
千 葉 良 正-30-14
・柴田稚 -30-19
空  昌 昭-30-21
折 戸 正 明-30-27
浜   厳-30-28

アフガニスタン・バラクラン谷などの旅  1972.5～ 8 鈴木章一

ラダック研究会だより

日本 ビスタリ・クラブ初会合 於 :名 古屋

Bhutan研究会 News ヽ 9～ 11(抜すい)

私は再びネパールを訪ねる

(そ の 2)カ シ ミール・ ヒマラヤ 1971(コ ラホイなど)

(そ の 3)カ シ ミール・ ヒマラャ 1972(ハ ラムクな ど)

Expedition News NIc 2

29-20

29-24

稲 田 定 重-30-34

渡 辺 文 仁-31-1
天童市

ポカラ,バスの旅―
―

井 関  扶-31-4

(そ の4)パ ンジャプの山 1972年夏

昭和48年度総会報告                                  30-29

::|::::::::|::::策 群:響 :::::i:::::::::::|::::|::::|:||::::|:::=撃 彗|:韓2尋 ::|:::|::|:::|:::

111:|■ |:Fil:|:::::11:::::|:::::::::::il■ 1::::III,lil:1:::::|::|::1・ :|:1,■ :||:111=::=:III:

HAAJカ ンジロバ隊・カンジェラルワ(6660π )に 初登頂

第 3回 東北地区 ヒマラヤ研究会盛大に開催される 於

快調的社会主義的漫略的道路脱線走行 一 カトマンズ・

1- 3

-1 4-



カ トマンズの政庁大火にあう(ネ パール英字新聞より)                   31-6
ヒマラヤ学入門 (そ の26)日 本での通関について 大木滝次郎-31-7
ヒマラヤ学入門(そ の27)エ ア・ィンディアについて           ァ・ィンディア

ー
31-9

ヒマラヤ学入門 (そ の28)ホ テルの利用 大木滝次郎-31-9
浜   厳 -31-13
空  昌 昭-31-14
稲 田 定 重 -31-15
竹沢昭治編 -31-23

Bhutan研究会 News ヽ12

Tibet,Ladak研 究会 News
Expedition News No 3

ヒマラヤ物語シリーズ(7)(ネ パール)グル~・ マッパ物語

第 1回 HAAJ長 野研究会開催 される~~――――――――一―――――――――――――――――-31-26

:華::|:馨聾:華華::華彗三|:華華華:華1華華:
ヒマラヤの旅特集号

ヒマラヤヘの ッー リズム コマンダー,M.S.コ ーリ
ー

32-2
ヒマラヤの旅,質問と解答                               32-6
ネパール・ヒマラヤ, ラムジェン・ ヒマール登山計画                   32-14

:::華 ::::::難華難:||:::華華:liliil::義 :聾:華韓125::::i

各地でヒマラヤ集会開催される,富山ヒマラヤ集会(コ ーリ氏を囲んで)          33-1
インドヒマラヤ登山 一パンジャブとカシミールを中心として一 一

コマンダー,MoS.コ ーリ
ー

33-5
インドヒマラヤの山々 KoRシ ャルマ

ー
33- 8

itf* tv t973+8 E
i+ /E  

-33_ 
e

l+ /t zt-33- to
ラムジュン・ ヒマール(6983の 遠征計画について                     33-12

M.S.コ ーリ(岳人誌より)

1華:華聾華::|:||:1華 ::二 ||:|:::華 :華
25葺

::|

年頭あいさつ 柴田金之助-34-1
沖  允 人-34-2

スワー トの この ごろ

スワー ト1973年                                        34-3
3つの無名峰登頂とセントラ・ピーク試登 岸三千彦,江原光夫-34-5
スワート地方の概要                           出 口  当-34-10
HAAJス ワー ト・ッアー参加者現地便 り

<ヒ マラヤのホテル紹介> パキスタン編(そ の 1)カ ラチ

ヒンズークシュ・カラコルム会議開催さる

ヒマラヤ学入門(そ の29)国際電話のかけ方

ヒマラヤ学入問(そ の30)ヒ マラヤ概説

ネ
パ ー ル の シ ェ ル

パ
, The sherpas of Nepal― ― 一 一 ―

―
― 一 一 一

―
― 一 ― 一 ― ― ―

― 一 一
― ― J.

34-14

34-15

34-17

HAAJ・ 日本 ビスタリー・クラブ第 2回集会(木 曽)                    34-30

渡 部 信 子 -34-17
大 崎 正 信 -34-20
ボーディロン

ー
34-22

橋 本  実-35-9
橋 本  実-35-10
沖  允 人-35-11

|:::彗饗華華::|::|1111:::II::華馨11鷲:::葺:

アッサム・ガィ ド ー 青い丘とみ どりの谷~                     35-2

アッサムのこと

ビルマ奥地のこと

ブータンのこと

-1 5-

―入国手続 ―



今冬のネパール・ トレッキングの苦言

ヒマラヤ学入門(そ の31)ヒ マラヤの気候概説

不パール国王の戴冠式の日程決まる(英字新聞より)

大 崎 正 信-35-13
沖  允 人-35-17

ネパールの シェルパ                               Jボ ーディロン
ー

35-18

35-22

|:::::::::1機自::i贅:1疑鮮::::|:::|:=::||:111:::妻 :1颯難::|:難 :ユ華彗1111
:=■

=:■

:l■ i=:::II::|,■ :'1:|::|:1■:■

':::::II:I■

1■ ::::● :::■ :■|■ 1■■:::::::::::■ 1■■|:::

昭和48年度 総会報告                                 36-1
ガルフル山麓の旅 -1974年 2月 一 沖

藤 井

岩 水

内

井

允 人-36-4
毅-36-11

竜 峰-36-20
立 三 -36-22
浩 之-36-24

シッキム,ア ッサムの旅 -1-
ネパールの宗教

ハスナイン博士のこと

まぼろしのコラホイ トレッキング ー1973年 3月―

|::|:::::::::馨 彗難:::|:ユ||:二 :|:|::::::11111::華 ::華華華:::

第 4回 東日本ヒマラヤ研究会盛大に開催さる                      37-1
ニルカンタ登頂(1961年 インド隊)

シッキム, ァッサムの旅 -2-
インドの避暑地マナリ(Man出 )に ついて

<ネ パール・ニュース> カトマンズに本格的日本料理店誕生

沖  允 人-37-3
藤 井  毅 -37-7
藤 崎 和 生-37-14

7-21

<ネ パール・ニュース> ックチェ・ピーク・レス トハウス新館完成

<1-t -/ I:':--z) 4>F.e<)!, )*r>b;i-a>ah61^-
37-22

37-22

37-22

37-23

37-24

37-28

38- 1

38- 1

38- 2

38- 4

38- 5

38- 6

38- 6

38- 7

ラムジュン・ヒマ~ル隊出発

HAAJビ スタリー・クラブ第 3回 集会・盛大裡に終る

リエゾン・オフィサー, サーダー,およびポ~夕 ~の保険に関する規則 (ネ パール)

ガルワル,カ シミール地区,大巾に外国人にォープン ーラダックの一部も一

1::|||::|:警 轟藝壽::華 ::::::::|:::::::華 ::|||:::::|::華 轟轟華:|::::::

カシ ミール特 集号

HAAJカ シミール・ツアーの概要報告

HAAJキ ャンプ場 チシマシャイの丘に開かれる

HAAJカ シ ミール集会報告

カシミールの感想文  すてきなイン ド(伊藤洋司)

インドで馬にのったこと(伊藤麻弥)

カシミール旅行(沖 ゆか り)

イン ドで楽しかったこと(沖高行)

インドに来てよかったこと(伊藤慎敬)

Smamarg,Thajwas北面の試登 久 保

内 田

浜 口

黒 沢

沖

空

幸 治-38-7
嘉 弘-38-11

徹 -38-15
文 代-38-16
允 人 -38-16
昌 昭 -38-20

ハラムク周辺の山

カシミールー人旅

カ トマンズとスリナガール

カシミール登山局のこと

秘境 ラダックを訪ねて(下野新聞などより)

-16-

秘境の観光化に力貸して(朝 日新聞より) 29



フンザを訪ねて 上 村 芳 枝-38-30

|::::::::::難聾彗|::||:11::|:|:|:|:|::|:::::i:::彗 ::華:華:II
ラムジュン・ ヒマ~ル (6993π)新ルー トか ら登頂 .′ 39- 1

39- 9

40- 1

40-36

40-42

40-44

長野 ヒマラヤ集会開催 さる                                39-3
*i- l.,-)vOJ:/i-)v) N.Pasricha-39-5

沖  允 人-39-7キシュトワール地方の トレッキング案内

ブータン ;ヒ マラヤの桃源境(イ ンド英字新聞より)

<ブータン情報> ブータン観光客にォープン

ネパールにカムバ族騒動

ネパールの宗教に関する一考察(岐阜女子大学紀要より)

ラダックの印象

沖  允 人-39-12
清 水  澄 -39-14
稲生由美子-39-15
岩 水 竜 峰 -39-16

|:::華:華華彗華彗華::華華華華:||||||:||:||:|:|:

1975年 インドヒマラヤ遠征計画を進めるにあたって

ガルワルの初期探険者たち

ガルワル山麓, クマオンヒルの旅

ピンダリー氷河への トレッキング

不パールの宗教に関する一考察(岐阜女子大学紀要より)

Dび ンディー
40-9

大木滝次郎 -40-5
藤 条 好 夫-40-7

岩 水 竜 峰 -40-14
沖  允 人-40-28
沖  允 人 -40-31
沖  允 人-40-34

1974年前半のインドヒマラヤ登山(速報)

体験的デリー案内

イン ドで長 く暮すこと

八戸集会報告 (青森県)

<ヒ マラヤの旅紹介> 秘境ラダックを訪ねる旅

ニューデリーにHAAJ事 務所開設

|:|::::|:::::難11,冒 :|:|:::||:|||:||:|::重 聟:毒畢1251:111
世界の屋根の争い 沖  允 人-41-1

M.Dカーン
ー

41-3
堀 内 立 三 -41-4
沖  允 人-41-5

ラホール谷(イ ンド・パ ンジャブ地区)               sita WOrld Travel-41-6

アルチの寺(ラ ダック)

ペンジケントの遺跡で

体験的デリー案内(つ づき)

ネパールの戴冠式おこなわれ る

アッサム研究会を作 りませんか

<ミ ニ・ニュース> 日本人好みのホテル出来る(カ トマンズ)

-12

藤 井  毅-41-14
1-15

ブータンヘおいで下さい                      ブータン観光局よリ
ー

41-15

<ミ ニ・ニュース> 在ネパール日本大使館移転                     41-15

|:|:1筆筆|:轟II:::111:華 :|:::|

HAAJと は何か将来と現状

シッキム冬の旅

ヒマラヤ学入門(そ の32)手紙 と小包の料金について

稲 田 定 重-42-2
沖  允 人-42-5
大木滝次郎 -42-10

-17-



HAAJ会
費 値 上 に つ い て 一 一

―
― 一

―
一

―
一

―
一

―
― 一

―
一

― 一 一
―

一
―

一
―

一
―

一
―

― 一
―

一
―

一
-42-12

デリー・デポ・ トレッキング装備 (一般貸出し用)                     42-16
トレッキング用海外保険のご案内                            42
1975年 日本イン ド合同カシ ミール遠征計画

11:|:lil::難華華11111:|::||::|:::::|:::::::|:111難華:華
||||:|::::||:|:::

-19

-22

43- 1

43- 1

43- 7

昭和50年度 総会報告

IAAJ創立10周 年記念 ― ファミリー・ツアーー

IAAJガ ルワール・ ヒマラヤ遠征隊計画

ァッサム, シッキムのこのごろ 沖  允 人-43-10
<紹介>HAAJの 専門研究会 =I= Expedtion研 究会 43-13

<地区便り>北海道地区・最近の話題                   阿 部  淳-43-13
ヒマラャに関する質問と解答                             43-15
ヒマラヤ学入門(そ の33-1)イ ンド・パキスタン語 古 賀 勝 郎-43-15

清 水  澄-43-17
佐々木 正-43-18
水 野  勉 -43-19

体験的イン ド・ ヒマラヤ登山渉外論

ラムジュンの こと,イ ン ドのこと

<ヒ マラヤ閑話>(1)ク ン初登頂記録について(1)

|:|::::::|:|::|:難

4碧護華:華 |:::ヨ:彗華::華華:::華 ::|::::::|li:

研究会のおさそい (秋の大白川 ヒマラヤ研究会) 柴田金之助-44-1
盛会″ 第 4回  HAAJビ スタリー・クラブ 於 :愛知県豊根村             44-4
カシ ミール

ザスカールヘの夢

ヒマラヤ学入門 (そ の33-2)イ ン ド・パキスタン語(つづ き)

M. シンハ
ー

44-5

沖  允 人-44-8
古 賀 勝 郎 -44-12
沖  允 人-44-13体験的デリー案内(続 )々

栄光と悲惨 くっきり, ネパール・ ヒマラヤの季節終わる(朝 日新聞より)           44-16
日本の女性登山隊,エベレス ト登頂成功(毎 日新聞より)                 44-17
カシ ミールを旅行 した思い出 ft+-44_ 18

カシミール・ラダック写真展開催さる,於 :栃木県小山市                 44-20
カシミール・ラダック写真展を見 る

:|::::妻 ::第懇議 :::華 ::姜 :|::議彗離:轟:::華 ::::::::::::1::

ガ ル ワ ル
山 麓

の
名 勝 地

一

一 一 ―

一
一

―

― 一
一

―

一

― ―

―

一
一

― 一 一 一
一

―

―

一

― イ ン噸 光局 -45-1
加 賀  勝 -45-6
沖  允 人-45-7
沖  允 人-45-9
大木滝次郎-45-10
大木滝次郎-45-14

第 5回東日本 ヒマラヤ研究会の終了にあたって

ハルディォル 7151π の悲劇  1974年インド・ニュージ~ラ ンド隊

ヒマラヤ学入門(そ の34)パスポー トのこと

「 ヒラリーを励ます会」について                            45-15
HAAJラ ダック踏査隊(1974)                      小 り|1 務 -45-16
HAAJヒ マラヤ基金 ― 募集-                         45-17

ミラム氷河情報(ガ ルワル山群)

シムラを起点とする山岳地情報

植 竹 清孝-44-21

-18-



ガルワル,ヘ ムクンド紀行 標高4328π の湖を訪ねて

HAAJ・ NK登山隊だより  その 1,そ の 2

HAAJ・ GH登 山隊だより  その 1

ガルワル隊家族会の報告,於 :京都市

第 1回  HAAJイ ンドヒマラヤ遠征実行委員会(要 旨)

ヒマラヤに関する質問と解答

沖  允 人-46-1
山森副隊長―-46-12

遠磁 事務局-46-12
46-13

46-13

46-14

ヒマラヤ学入門(そ の35)国際運転免許証 大木滝次郎-46-16
ブ ー

タ ン で
ベ

ン フ レ ン ド を 希 望 ― ―
―

一
―

―
― ― 一

―
一

―
一

―
一

―
一

― ― 一
―

一
― ― 一

―
―

―
一

― ― 一
―

一
→ 6-17

イン ド登山の手伝は Cc)x&【 ngs社をご利用下さい                   46-17

:::::締難:華11:|:||:|:||::|::11:||::::華 ::華 I:::種 :|:1華 :||:||:|::::

ブータンの人々の くらし 戸 波 啓 子 -47-1
大木滝次郎 -47-3
山 野 明 男-47-4
水 野  勉 -47-11

ネパール農業・農山村の現状 (月 刊地理より)

<ヒ マラヤ閑話>(2)ク ンの初登頂記録について(2)

第 4回  日本ネパール研究学会開催 される -12

ヒマラヤ学入門(そ の36)ネ パールの国内航空               大木滝次郎 -47-13
カトマンズ・デリーの登山用具・食糧などの値段 佐々木正 。沖允人 -47-15
HAAJ・ NK登峨 だより その 3  8月 3日  スリナガールにて

一

山森肱 長 -47-19
HAAJ・ GH登山隊だより その 2  8月 13日  デリーにて        稲田副隊長-47-
インド登山規則「AppLcatim fOr clmbillg lndian Himalayas

by Foreigners ) 1975 47-21

:I::|::::壽響難馨|:|:::1111:111::|:華:華 :華i:華ヨ:華
HAAJガ ルワール隊,初登頂 ./ ナンダデビー山群 P6992π とP約7000π           48-1
HAAJ・ GH登山隊だより その 3 その 4 その 5(最終会) 清 水 隊 長-48-2

岩 水 竜 峰 -48-8
久 保 幸 治 -48-10

伊藤寿先生(岩手県)カ ラコルムで遭難  追悼

伊藤先生逝 く      植 竹 清孝 -48-9  追悼

伊藤先生のこと

一

沖  道 子-48-9  伊藤先生安らかに

一

佐々木 正-48-10
<ヒ マラヤ閑話>(3)ク ン・その他 水 野  勉-48-11

林 さゆ リー
48-14ネパールの旅, ランタン方面

iz t tVtf -r.l V 7 lr]Lk- Mario Fantin-4g-16
ラダック(そ の 1) L.Bakaya 

-48-19ネパールの関税基準大幅に変更さる                   B.ラ ンジャン
ー 48-24

ガルフル・ ヒマラヤ(カ ランカ登頂) 辺 郁 夫-49-1
ダジ・マハール“大理石の城 "

1975年 ⅡAAJカ シミ‐ル隊,

倉橋洋次郎 -49-2
ガルフル隊帰国挨拶 5

-19-

ラダック(そ の 2) N. L. Bakaya



ヒマラヤ学入門(そ の37)通関案内 一――一 一 ――一 一 ――――――大蔵省関税局パンフよリ
ー

49-12

秋のHAAJ総 会・親睦登山報告

第 2回 HAAJヒ マラヤ委員会要旨

49-12

49-15

|:||:111::|ヨ章襲重肇::::ヨ:::::|::111::IIIIII::|:||::1華 i::li::1111:|||:||:11111

賀正 一IAAJ創立10周年を迎えて一 柴田金之助-50-1
秘境ザスカール山群, ビズドン峠(4810π )・ HAAJザスカール踏査隊            ∞-2
第 7回 ヒンズークシュ・カラコラム会議報告,於 :福岡市                  50-7
「 ヒマラャ」主要目次 一第20号～第50号 -                     50-11

HAAJ 出 版:物 リ ス ト
50■ 120 ※印在庫あり

ある音の想い出                           高 沢  忠-49-16

-20-

資 料 名 発 行 日 判型 頁 数 頒 価 編 ・ 著 者

<〔 ヒマラャ・ ライブラリー・シリーズ〕>
(1)ネ パール王国旅行案内 初版

(2)ネ パール王国旅行案内 第 2版

(3)カ トマンズとその周辺

(4)エ ベレス トの麓へ

※(5)カ シミールの街 と山

※(6)イ ンド・ ヒマラヤ・ トレッキング

※(7)ネ パールの旅

44. 5

45. 6.25

45. 6.25

45. 8. 1

50. 5.15

49. 5

50.11. 1

B6
B6
B6
B6
B6
B6
B6

36

36

50

95

66

39

66

200

200

300

400

600

600

沖允人

AIR INDIA
沖,佐 々木正

<ヒ マラヤ研究・ シリーズ>
(I)第 1回東北 ヒマラヤ研究会報告書

(ID トレッキングのすべて

※① ネパールヒマラヤの旅報告(地図 1葉 つき)

※⑪ 第 2回東北 ヒマラヤ研究会報告書

⑭ ブータン研究 200部限定(ガ リ版)

① フハン研究  200部限定 (〃 )(谷 川哲夫訳)

※⑩ チベット・ラダック研究

※0置0第 3回 東北 ヒマラヤ研究会報告書

※∞ EXPEDIT10N I
※∞  ヒマラヤを歩 き,そ して登 るために

46.11.25

47. 7  1

47. 8. 1

47.10. 1

47.11.28

47.12 15

48 9. 1

48.12.10

49.10. 1

50.11. 1

B5
B5
B5
B5
B5
B5
B5
B5
B5
B5

135

163

174

170

123

64

64

168

348

274

800

900

1,200

1,100

1,000

800

1,000

1,400

2,000

2,400

稲田定重

沖允人

稲田定重

沖允人

稲田定重

山田康雄

沖, 小島, 加賀

<紀行・記録 ,研究 。調査,個人的な もの,な ど>
シェルパリス ト 概要: .

※シェルパ リス ト 第 2版

※ⅡAAJカ ンジロバ隊帰国報告書

※長野 ヒマラヤ研究会報告

カシミールの山,HAA J 1971年隊報告

※秘境小チベット・ラダック(地図 3葉つ き)

※ ヒマラヤの桃源境 ブータン・シッキム・アッサム

ネパールの旅1 1968.10～ 11 札幌 グループ

ヒマラャの旅 第 7回 ゴラパニグループ

ランタン谷  197112～ 1972■  冬期踏査隊

ヒンズークシュ踏査隊報告 1969 富山教職員隊

ラダック日記 1975′ ～8(ガリ版)

48. 3

50. 8. 1

48. 7.20

48  5

47. 3.20

50  8. 1

50  920

44.10.30

47. 5. 5

48. 4  1

45. 8.

50.11  7

B5
B5
B5
B5
B5
B5
B5
B5
A6
B5
B5
B5

84

76

14

22

56

132

159

40

35

154

91

34

600

900

300

100

600

2,400

2,200

1,400

300

沖允人

山下政一

渡辺文仁

竹沢昂

空昌昭

沖,空
沖允人

阿部淳

山下政一

稲田定重

橋本広

石川.宗綱



=海外トレッキング0登山は専門スタッフにおまかせください=

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ツアー名

★シルクロード 6,000キ ロ

☆ネパールとアフガニスタン

↓砂凛の国アフガニスタンと
八
最後の桃源境フンザ

★大ペルシャとァフガニスタン

ニ

江
に
管・、

―
お問い合わせは下記まで

一

(株)ト ラベル日本
〒100東京都千代田区有楽町 2-2-1
ラクチョウビル5F 電話 (03)572-1461

担 当
―

夕争1}i」 。永瀬 ・月候 。小 島

海外登山,ト レッキングに傷害保険を
海外旅行傷害保険 (運動危険担保特約付)について研究 してお ります

タ ケ

岳    産  業 にご相談 して下 さい。ノ

あなたの所得 を補償す る保 険をご存 じですか?(所得補償保 険 )

●所得補償 1～ 5年,傷害特約60～ 120倍 までいろいろあります

自動車・火災 。レジャー (山 岳保険・国内旅行・つ り・ ゴルフ・ ョッ ト)・ 普通傷害・利益
・生産物等の私達の生活 に関連 した保険を取扱 つています。岳産業の西田までご連絡下 さい

タ ケ

大正海上 火災
保険 (株)代理店

E  ___ 、ロレ  大阪市淀川区西中島町 5丁1目 第3チ サン10F6号  〒532

音 産 業 T号り 1撃鰻品築 営業所304-5774



ヒマラヤの1旅はヒマラヤの|ヨ

IXPRESS TRIKKING
トレッキングからエクスペディション

まで全て引き受けます。

装 備 貸 出 0シ ェ ル パ 斡 旋 。 現地 食料調達

国内外輸送手配・別送貨物通関・ヒマラヤ情報……

EXPRESS TREKKING(P)LTD.
EXPRESS HOUSE

NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0。 BOX339 KATHMANDU NEPAL

電略  GREATREK OKATHM:ANDU TEL。 13017

IXPRESS HOUSI
カトマンズの宿泊はEXPRESS HOUSE
をご利用ください。

家庭的なムー ドで宿泊代 も安 く気軽 に泊 れる宿です。

特 に日本のお客様 には大浴場 が好評です。 自炊 もで

きます。  宿泊代==1泊朝食付 30RSか ら
※長期滞在者 はご相談 に応 じます。
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